
遷急点の後退からみた大隅半島串良川における阿多火砕流堆積以降の下刻

過程

Channel incision history with knickpoint retreat in the Kushira River

after the deposition of Ata pyroclastic flow, Osumi Peninsula, Kyushu,

Japan

 
*高波 紳太郎1

*Shintaro Takanami1

 
1. 明治大学

1. Meiji University

 
　笠野原の北縁を流れる串良川の河谷では、大隅降下軽石層の下位に阿多溶結凝灰岩が存在する（荒牧・宇井

1966）．阿多溶結凝灰岩は谷田滝から上流で串良川河床に露出し，複数の遷急点を構成している．笠野原で

は入戸火砕流堆積物の侵食過程が横山（2000）によって明らかにされているが，阿多溶結凝灰岩の侵食に関

しては不明である．そこで本研究は，串良川の阿多溶結凝灰岩形成（11万年前）から大隅降下軽石堆積（３万

年前）までの８万年間，および最近３万年間のそれぞれにおける下刻過程を河床縦断形の変化により明らかに

し，さらに，３期間（11万年間・８万年間・３万年間）での遷急点の平均後退速度を推定した． 

 

　まず，露頭調査やボーリングデータの整理によって得られた阿多溶結凝灰岩の上端および大隅降下軽石基底

の高度をそれぞれ串良川の現河床縦断形に投影し，それらを阿多溶結凝灰岩の侵食開始時（11万年前），大隅

降下軽石堆積直前（３万年前）における串良川の河床縦断形の上限とみなした．次いで11万年前・３万年

前・現在の河床縦断形を互いに比較し，各河床縦断形上に認定された遷急点（現在の谷田滝）を対応づけ

て，平均後退速度を求めた．また，阿多溶結凝灰岩の一軸圧縮強度をシュミットロックハンマーＫＳ型に

よって13地点で測定した． 

 

　復元された河床縦断形は，11万年前の串良川が阿多溶結凝灰岩のなだらかな台地上を流れ，現在の河口から

16 km付近に遷急点を伴っていたことを示す．この遷急点が現在の谷田滝の位置まで後退してきたと理解され

ることから，その平均後退速度は過去11万年間で5.4 cm／年と推定される．なお，阿多溶結凝灰岩の一軸圧縮

強度は谷田滝の河床で突出して大きい値（421×106Ｎ／ｍ2）を示し，全体として下部ほど大きいという鉛直

的変化がみられた．したがって，11万年前に形成された遷急点は河口から26 km付近に現存する遷急点にも対

応づけられると考えた．この場合，過去11万年間の平均後退速度は8.6 cm／年となる．また，３万年前には河

床縦断形が直線的かつ急勾配になり，阿多溶結凝灰岩を刻む串良川河谷は下流側ほど深くなっていたことが明

らかとなった．このとき，現在の谷田滝に相当する遷急点は河口から19 km地点よりも下流側に存在し，11万

年前から３万年前までの８万年間では最小でも2.6 cm／年，最近３万年間には最大で10 cm／年の後退速度で

あったといえる． 

 

　以上により，11万年前から３万年前までの間にも，串良川では阿多溶結凝灰岩の侵食が遷急点の後退ととも

に進行し，河床は低下していったと判断される．また，阿多溶結凝灰岩台地形成後に進行した串良川の下刻に

は，最終氷期における海面低下の寄与が大きいことも明らかとなった． 
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